
予選を3位の姫路が、準決勝
でトップに躍り出ると、8名に
よる総当たりラウンドロビン
も、接戦ながら一度もトップを
明け渡すことなくトップシード
を獲得した。2位で進出の川﨑
由意が、姫路に続く2位の座を
死守したほか、3位に山田、4
位に久保田彩花と、48期の3
名がTＶ決勝に駒を進めた。

第38回六甲クイーンズオープントーナメントが、7月8、
9の両日、神戸六甲ボウルで開催され、プロ85名、アマ10
名によって争われたが、山田幸（48期・ボウルアロー／ＡＢ
Ｓ）がトップシードの絶対女王・姫路麗を下して、2016年の
MＫチャリティカップ以来6年ぶりの3勝目、そして昨年の6
月に長女を出産、母親になっての初タイトル獲得となった。
（主催：株式会社サザンモール六甲）
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▲1歳の誕生日を迎えたばかりの愛娘
を抱いて優勝インタビュー

◀④が残ってもおかしくないストライクが多
かったが「アジャストをしにいったら⑦⑩にな
りそうだったので、厚めでいいと思って投げて
いました」と冷静な判断の山田

4位決定戦
4位決定戦の同期対決は、ダ

ブルスタートのあとスペアをは
さんで4フレから2つめのダブ
ルの久保田が、4フレからダブ
ルの山田を1マークリードで折
り返す。しかし「あれがすべて
でした」と振り返った久保田の
6フレは、ビッグフォーでオー
プン。7フレから2つめのダブ
ルでリードを広げた山田が、
217：197と振り切った。

3位決定戦
3位決定戦の同期対決は、川
﨑が1フレからフォースで先行
すれば、山田は4フレからター
キー、さらに8フレからのダブ
ルでほぼ互角のまま10フレ勝
負へ。10フレを先投げの山田
は厚めで8本カウント。「ああ
負けたなと思いました。そした
ら由意ちゃんが…、びっくりし
ました」との山田の言葉どおり、
川﨑の10フレ1投目は完璧に
見えたが、無情の⑧⑩スプリッ
ト。「しっかり投げた結果なの
で、仕方ないですね。山田プロ
のノリノリの波に飲み込まれま
した」と肩を落とした。

優勝決定戦
1フレいきなりスプリットで
オープンのスタートの山田だっ
たが、「ちゃんと投げたけど

ラウンドロビンは連敗スター
トで、このままダメかなと思っ
ていて、3G目にパッと振り向
くと、来てないはずの娘（めぐ
り）の顔が見えたんです。そこ
からビッグゲームが出るように
なった。また平行ピンを取れた
り、全然ダメと思ったのがスト
ライクになってくれたり…、だ
から私じゃなくて、めぐりのパ
ワーがすごいなと思いました。
テレビ決勝に48期が3人
残ったけど、先輩には胸を借り
るつもりでいけるけど、同期に

は負けられない気持ちが先立っ
て、やりにくいです。（川﨑）由
意プロも（久保田）彩花ちゃんも
3勝しているので、そこにまず
は並びたいなという気持ちがあ
りました。由意プロとの対戦
は、ラッキーがいっぱいありま
した。とくに10フレ、ストラ
イクを持ってこれなかったとき
は、負けを覚悟しました。普段
の練習でも一日のどこかで、こ
こで持ってきたら優勝、という
のをやっているけど、今回まさ
にその場面で持ってこれなかっ

たので、優勝はまだまだ先やな
と思ったんですけど…。
今みんなが目標にしている姫

路さんにここで勝てたのは、こ
れからの自信につながります。
デビューの年に優勝したとき
は、現実を知らずに、自分のこ
としか見えていなかった。周り
の選手のすごさを知っていくに
つれ、自分はまだまだだなとい
うのを感じていました。とくに
出産前は、ラウンドロビンにも
残れなくて、ステップラダーな
んてさらに遠い感じで、ずっと
気持ちは沈んでいました。
そんなときに妊娠がわかっ

て、ああこれで終わっていくん
だろうな、主人（和田秀和プロ）
に頑張ってもらって、応援に回

ろうかなと思っていました。で
も家族みんなが、私が投げてい
る姿を見たい、応援すると言っ
てくれて、もう一回頑張ろうと
いう気持ちになりました。だか
ら優勝できて、本当に幸せで
す。もう優勝はできないんじゃ
ないかと思っていたし、周りか
らも、出産したら選手としては
終わっちゃうんじゃないかと言
われたけど、それを覆すことが
できたし、私より若い子たちに
も、可能性があるよというのを
伝えられたかなと思います。
優勝ボール：ドリーム・シフト
ABS 900GLOBAL

▲「48期3人で残れてうれしいけど、
負けたくない気持ちは他の期よりも
強い。その意味で今回も負けて悔し
いです」と久保田
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思ったよりも曲がって、変化し
てるんや…」と、内に寄ったア
ジャストが正解で、2フレから
ターキー。一方の姫路は、ラウ
ンドロビン5G目に149など、
「33、34番レーンは私には鬼
門。なんであそこだけと思うけ

ど、自分には当てはまる場所が
なかった」と、結局ダブルを一
個も奪えず184でフィニッ
シュ。5フレは失投でスプリッ
トのオープンを作った山田だ
が、7フレからのフィフスで絶
対女王に完勝、母親になっての
うれしい初優勝となった。思え
ばデビューの年、全日本女子プ
ロ選手権で初タイトルを獲得し
たときの、優勝決定戦の相手も
姫路だった。

第38回六甲クイーンズオープン 7月8・9日
神戸六甲ボウル
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今月の表紙 山田 幸・

▲3試合連続TV決勝進出の川﨑「以
前よりも練習量を増やしたのが、結
果につながってきていると思う。で
も勝ちたかった」

▲今季もランキングはトップの定位
置も、まだ優勝のない姫路「関西オ
ープンも48期の内藤真裕実プロに
負けたし、48期恐るべしです。でも必
ずリベンジします」

▲ラウンドロビンへ次点の9位と健
闘の近藤菜帆選手（名古屋グランド
ボウル）がベストアマ

勝利の女神降臨
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　 愛娘の応援を力に

       山田幸6年ぶりの3勝目


